
- 1 -

2008 2 14． ．

No.1-化学物質の環境科学教育研究拠点-

愛媛大学沿岸環境科学研究センター 電 話： （研究拠点事務室）089-927-8164

( ) 089-927-8167Center for Marine Environmental Studies CMES ファックス：

http://www.ehime-u.ac.jp/ cmes/〒 松山市文京町 ホームページ：790-8577 ２－５ ~

 

ニュース

ニュース
No.17

目 次

ＣＭＥＳニュース

COE 2グローバル プログラムが本格的に始動！

の調査船「とびうお」がCMES
2３月で新船にバトンタッチ

【新任職員紹介】

3自己紹介（１）

4自己紹介（２）

4自己紹介（３）

【研究活動報告】

瀬戸内海長期変動研究プロジェクト

5における最近の成果

STOP JELLY 6「 」プロジェクト推進会議参加報告」

CMES Participation in the 16 Annual PICES Conference 7th

Participation in the AOGS 2007 7
7国内・国外調査活動の一覧表

【受賞報告】

8田辺信介教授による受賞一覧

2007 8年日本ベントス学会奨励賞受賞報告

8編集後記

Ｇ－ＣＯＥニュース

愛媛大学のグローバル プログラムCOE
9「化学物質の環境科学教育研究拠点」

小柴昌俊先生をお迎えして

COE 10グローバル 発足記念フォーラムを開催

Excellence in Review Award 10田辺信介教授が を受賞

田辺信介教授が

SETAC/Menzie-Cura 11環境教育国際賞を受賞

第１回グローバル ワークショップCOE
「生物環境試料バンク を活用した環境( -BANK)es

11科学・生態学の新展開－海棲哺乳類を中心に－」

「グローバル 特別セミナー」およびCOE
12「愛媛大学地球環境フォーラム」講演会を開催

DIOXIN2007 13参加報告

SETAC North America 27th Annual Meeting 14参加報告

「化学物質の環境リスクに関する

14国際シンポジウム」参加報告

15若手の会活動報告

COE 15グローバル 国際シンポジウムの開催案内

COE 16グローバル ホームページ開設

16編集後記



- 2 -

《 ＣＭＥＳニュース 》

！グローバル プログラムが本格的に始動COE

CMES 16 CMESニュース 号でお伝えしたように、

「 」を中核とする 化学物質の環境科学教育研究拠点

が、平成 年度から始まったグローバル プロ19 COE
GCOE 5 21グラムに採択されました。本 は、 年間の

世紀 の経験をもとに、より充実した体制を構COE
21築し 順調に活動を開始しています 本号からは、 。 、

世紀 プログラムを推進していた昨年度までとCOE
同じく、 ニュースと ニュースを合併しCMES COE
てお届けします。また、 ニュースは英語版もCOE
別に発行します。

本 でも、 世紀 と同様に、活動のシGCOE 21 COE
GCOEンボルとなるロゴマークを作成しました。

、 「 」のロゴは 世紀 のロゴに用いられた21 COE COE
をそのまま継承していますが 「 」や海の波を配、 C
した「 」は のロゴと同じものを用いてこれE CMES
らの拠点が を中核とすることを示していまCMES
す。また、 では 世紀 のカモメの代わGCOE 21 COE
りに親子のクジラを配しました。この親子クジラ

は、 の主目的である若手研究者の「育成」GCOE
を表現するとともに、この拠点がクジラのごとく

大きく成長することへの願いも込めています。

とともにこの へのご指導、ご支援をよCMES GCOE
ろしくお願いします。

世紀 ロゴマーク21 COE

グローバル ロゴマークCOE

の調査船「とびうお 」がCMES
３月で新船にバトンタッチ

CMES 15m 11t 300の調査船 とびうお 全長「 」（ 、 、

馬力）が、今年 月で役目を終えることとなりまし3
た。とびうおは、昭和 年に理学部臨海実験所附63

11 CMES属の調査実習船として建造され 平成 年の、

の設立により同実験所が 附属中島マリンスCMES
テーションとなったことに伴い、 の附属とCMES
なりました。臨海実験所時代には、理学部の海洋

生物学実習や公開臨海実習を中心に様々な調査に

も利用されていましたが、 附属となってかCMES
らは調査航海が飛躍的に増加し、近年の年間運航

日数は 日を越えています。この頻度は他大学の70
同スケールの船舶を凌いでいます。この間の総運

航時間は約 時間で、平均 ノットで航行した5600 10
とすると総航行距離は地球 周分にもなります。2.5

、 、 、 、 、調査海域は 豊後水道 周防灘 伊予灘 安芸灘

広島湾、燧灘等の瀬戸内海中部から西部一帯ばか

りでなく、播磨灘にもおよびました。 附属CMES
になってからのとびうおを用いた主な調査は、

・ナメクジウオ調査（北条沖砂堆、伊予灘）

・底生藻類一次生産調査（北条沖砂堆）

・底質調査・音波探査（北条・中島沖砂堆、呉、

猫瀬戸、音戸瀬戸、宇和海御荘沖、下波湾、北灘

湾、重信川河口沖、伊方沖、広島湾、周防灘、燧

灘、別府湾、播磨灘）

（ 、 、・海砂採取海域の海底地形調査 竹原沖 長浜沖

大三島南方海域）

・急潮、底入り潮調査（宇和海、北灘湾）

・伊予灘底部冷水調査（伊予灘）

・魚類調査（中島周辺）

・プランクトン調査（安定同位体分析 （伊予灘、）

安芸灘、広島湾、燧灘）

・流動調査（周防灘、伊予灘、安芸灘、猫瀬戸）

・クラゲ調査（伊方沖）

・潮汐フロント調査（伊予灘）

など、様々な分野にわたり、多くの成果を挙げま

した。また、最近では従来の理学部や工学部の海

洋実習ばかりでなく、全学を対象とした環境教育

にも利用されています。

このように 年間にわたって活躍してきたとび20
うおですが、近年老朽化が進み、また多様化、高

度化する海洋調査に対応することも困難になって

きていました。このため、 ではとびうおにCMES
替わる新船を導入することとしたものです。長年
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にわたりとびうおの活躍と安全運行を支えてくだ

さった関係各位に、この場を借りて心より御礼申

し上げます。

月に完成予定の新船については次号でお知らせ3
します。

北条沖で （超音波多層流速計）によるADCP
流動調査中のとびうお

新 任 職 員 紹 介

「五線紙の上で方程式を解く」

環境動態解析分野 助教 半藤 逸樹

平成 年 月 日に環境動態解析分野助教に着19 10 1
任しました。分野横断的数理モデリングを研究手

法とし、大気・海洋力学と地球システム科学を専

。門としています

ここ 年くらい15
は、科学の世界

にどっぷりつか

っていますが、

、子供の頃は画家

ホルン奏者、オ

ーケストラの指

揮者など芸術家

になることを夢見ていました。研究者になること

を決意してからは、抽象画家の気分で図を書き、

音符や論理記号を区別することなく頭の中に流れ

る音楽とともに方程式を立て、解法を見出す癖が

ついています。オーケストラ（現象）を組織（選

定）し、各パート（変数）に譜面（方程式）を与

え、交響曲（解）を指揮する（導く）わけです。

私の研究経歴を簡単に紹介します。 年に東1996
京水産大学（現 東京海洋大学）を卒業し、渡英

University of East Anglia (UEA) School ofして の

で古海洋・気候学をEnvironmental Sciences (ENV)
専攻しました。留学前から、地球史において重要

な気候イベントの発生機構を、数理モデリングで

解明したいと考え、応用数学の専門家を主指導教

員、地質学者を副指導教官に指名し、学位論文

”Oceanic Upwelling through the Evolution of the
を書き上げて を取得しTropical Atlantic Basin” Ph.D.

ました。その研究内容は、数理モデルによって、

地質時代の湧昇域と基礎生産量や海底堆積物との

関係を定量化し、石油探索の一助とするもので、

北大西洋条約機構や米国石油地質学協会から助成

金を受けました。 は、伝統的に学際的研UEA-ENV
究教育に力を入れており、教員や大学院生の部屋

割りを研究分野によって区別しない方針がありま

した。私が机を置いていた大部屋には、環境政治

学、環境化学、同位体研究、生態学、水文学など

を専攻する大学院生がいました。毎日開催される

研究セミナーは、他の学部と合同で、環境化学、

社会科学全般、生態学、環境地質学、気象・海洋

学、応用数学、環境経済学が乱立しており、いつ

も学際的・分野横断的な議論を楽しむことができ

ました。また、大学院生の競争意識も激しく、

や に積極的に投稿することを推NATURE SCIENCE
奨されていました。

学位取得後、研究員として で大西洋熱帯域UEA
3 Universityの大気海洋相互作用の研究を 年 その後、

の応用数学科 地球観測科学センターでof Sheffield /
シベリアの炭素循環の研究で 年を過ごしまし2.5
た。応用数学科では、 として線形代数学の講Tutor
義も担当し、教育経験を得ることができました。

その他、細かい研究歴もいれれば、カリブ海のハ

リケーンの発生機構に関する共同研究のために、

Louisiana State University Coastal Studies米国 の

に滞在したこともありました。社会科学者Institute
と環境美学に関する共同研究も経験しました。そ

して、海外でキャリアを築くうちに、日本の研究

教育に携わりたくなり、前職の総合地球環境学研

究所（地球研）上級研究員への応募を機に帰国し

。 、 、ました 地球研は 文理融合を掲げる研究機関で

人文・社会科学の研究者も多く、大学院時代に培

った分野横断的研究を活かすことができました。

ただし、日本の研究者は、もともと合意形成の文

化が弱いためか、研究の学際化・分野横断化の過

程に関わる議論が稚拙だと思いました。日本は技

術力や労働力による研究成果は世界水準に達して

いても、西洋由来の査読・合意形成を重んじる学
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問の文化は定着していないと感じました。愛媛大

学のグローバル では、この問題を意識し、研COE
究教育に貢献したいと思います。

世紀以前の学者達は哲学を重んじ、分野を問19
わず研究をする分野横断的研究を実践していまし

た。自然現象の理解も、簡単な実験や、紙と鉛筆

による計算で行っていました。高価な分析計や大

型計算機に依存する科学が主流になった今でも、

私は質の良い科学は紙と鉛筆で表現できるものと

考え、研究教育に努めています。哲学・数学・音

楽学を基礎とし、環境動態を支配する方程式を五

線紙の上で解き、学問の発展と当センターの研究

活動に全力を尽くしたいと思います。

●▲◆●▲◆●▲◆●▲◆●▲◆●▲◆●▲◆●

「 堆 積 物 と 海 底 変 化 」

環境影響評価予測分野 研究員 天野 敦子

私は 年に愛媛大1997
2006学の理学部に入学、

、年 月に学位を取得し11
年 月から で2007 1 CMES

研究員・研究補助員と

、して働いているために

この大学に 年以上在10
籍しているという、ど

ちらかといえば古株の

人間です。

、 、卒論時から 私は宇和海を主な調査海域として

過去約数百年間の海底環境変遷に注目して研究を

おこなってきました。宇和海では閉鎖的な内湾環

境が多数存在し、そのような海域の堆積物は比較

的に高時間分解能でその海域や後背地の変化の記

録を保存している可能性が高いと考えられます。

このような宇和海の内湾環境で堆積物を採取し、

地質学的な手法を用いて人為的な影響、具体的に

は養殖漁業や干拓による地形変化など、に伴う海

底環境の変化に着目して研究してきました 「海底。

」 、環境の変化 と言っても様々な変化を含みますが

私の研究では主に粒度、堆積速度、有機炭素・窒

、 、素・硫黄元素濃度 ケロジェン様物質などを基に

「水理状態 「海底への有機物負荷量 「酸化還」、 」、

」 。元状態 の３つの変化を中心に検討してきました

閉鎖的な水域では、富栄養化や貧酸素水塊が発生

しやすく、さらに近年の温暖化に伴い成層が強化

されて、さらに貧酸素化が進行するという現象も

報告されています。このような貧酸素化を解明す

るために、これまでは主に有機物質の濃度や組成

の変化が議論されてきましたが、私は海底への物

質付加に大きく関与する堆積速度の変化も重要な

要因と考えています。そこで、 ・ の放210Pb 137Cs
射性年代や堆積構造解析を用いて詳細な堆積速度

変化を復元し、貧酸素化との関係を明らかにする

ことを考えています。

本年度に入ってから別府湾の堆積物試料の重金

属分析を始め、また最近ではフィリピン・マニラ

湾の研究にも着手し始めました。 年も愛媛大学10
に在籍しているにも関わらず、他の分野のことを

ほとんど理解していなかったことに気がつき、最

近ようやく把握し始めたという感じです。そうい

った意味では、まだまだ新人ですね。環境を語る

ことは容易ではありませんが、多くの視点を持ち

ながら、自分の研究結果を鑑み、議論したいと思

います。どうぞ、これからもよろしくお願いいた

します。

●▲◆●▲◆●▲◆●▲◆●▲◆●▲◆●▲◆●

「魚の視点で環境を考える」

環境影響評価予測分野 研究員 曽我部 篤COE

年 月より 研2008 1 COE
究員として勤務するこ

とになりました曽我部

と申します。 年 月2007 3
に愛媛大学大学院理工

学研究科にて博士号 理（

学）を取得しました。

早いもので松山での生

活はもう11年になりま

す。

専門分野は行動生態学で、ヨウジウオ科魚類の

一種を研究対象に、性選択と配偶システム進化に

関する研究を行ってきました。調査地である愛媛

県南西部に位置する室手湾にて、主にスキューバ

による潜水調査をしてまいりましたが、卒論生・

大学院生として過ごした数年間の半魚人生活（年

間 日海中にいたことも ）を通じて、自らの200 ．．．

研究を進めるとともに海の中で起こっている種々

の変化をまさにこの目で見てきました。それは藻

、 、場の消失やサンゴ礁域の拡大 魚類相の変化など

地球温暖化に代表される人間活動の生態系への影

響をまざまざと感じさせるものでした。
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当センターではサブテーマ２（有害物質による

環境・生態系汚染の動態解析とモデリング）のメ

ンバーとして、瀬戸内海および周辺海域を主な調

査水域として、生物体の移動による 等有害物POPs
質の環境中での動態を明らかにしたいと考えてい

ます。生物を介した有害物質動態の特徴は、生物

濃縮を通じて高濃度に蓄積した有害物質が生物体

の能動的な移動・滞留にともなって拡散集積する

ことであり、大気・水循環による無機的・受動的

な拡散集積過程とは大きく異なります。今後、安

定同位体分析を用いた食物網構造解析に加え、小

型遊泳捕食魚を対象とした系群解析により移動・

分布の時間的変化を調べることで、この問題を探

求したいと思います。

最後になりますが、 の一員としてたくさCMES
んの研究者の方々とともにプロジェクトに参加で

きる幸運に感謝しつつ、自分の専門分野にとらわ

れることなく広い視野に立って見識を深め、研究

に邁進したいと思います。ご指導・ご鞭撻のほど

何卒よろしくお願いいたします。何かありました

ら総合研究棟 の３階をプラプラ歩いているヒゲ面I
の男に気軽に声をかけて下さい。数分の１の確率

でそれは私です。

研 究 活 動 報 告

瀬戸内海長期変動研究プロジェクト

における最近の成果

瀬戸内海長期変動研究プロジェクト－気候変動

と人間活動の影響による沿岸環境と生態系変動の

解明－は、 と愛媛大学環境学ネットワークCMES
のメンバーで構成される研究グループによって、

文科省特別教育研究経費事業として平成 年度よ19
り始まった。本プロジェクトの目的は、地球温暖

化などの気候変動が沿岸環境や生態系に与える影

響を予測し、長期的環境変動のもとでの沿岸域適

性管理手法を確立することにある。この問題に関

し、現状の解析から将来の長期的な予測をするこ

とは容易ではない。そこで、海底堆積物に残され

た過去の気候変動の影響を解明して将来を予測す

るという方法が考えられる。瀬戸内海の海底堆積

物の柱状試料（コア）を採取・解析して過去数百

年から数千年にわたる環境変動を解明するととも

に、これらの結果と、過去数千年の気候・海洋変

動と陸域土地利用の変遷史を比較解析して、気候

・海洋変動及び人間活動が瀬戸内海の環境や生態

系・水産資源等に及ぼしてきた影響を包括的に解

明する。さらにこれらの過去の変動を再現できる

流動・生態系モデルを作成して、与えられた温度

環境下での河川水・地下水経由の陸域から沿岸域

、への物質負荷量や外洋からの物質負荷量を推定し

漁業生産を推定する定量化手法を確立する。

世紀 のサブプロジェクトにおける先行研21 COE
究も含めて、すでに幾つかの重要な成果が海底コ

アの解析結果から得られている。 豊後水道にお(1)
Mg/Ca 200ける有孔虫という微化石の 比から、過去

年間の水温を調べた結果、豊後水道では冬季から

春季の底層水温が 世紀初頭以降 ℃ 年の水20 1.5 /100
温上昇が認められ、温室効果ガスによる人為的温

暖化が豊後水道のような浅海域に強く影響を及ぼ

している事が明らかとなった。特に、 年以降1980
では、過去 年間には認められなかったような高200
い水温を記録している事がわかった。既往報告で

は、 年以降瀬戸内海や豊後水道、紀伊水道に1972
おいて、 ℃ 年の水温上昇が観測されて2.1-8.9 /100
おり、水温上昇は、豊後水道だけでなく瀬戸内海

全域で起こっていると考えられる。豊後水道にお

ける 世紀の水温上昇トレンドを参考にすれば、20
瀬戸内海の水温環境は、過去 年間でこれまでに200
ない高い水温ステージにすでに突入し、 年代1980
以降、瀬戸内海が温暖化に強く影響を受けている

時代に入った事が示唆される。

豊後水道や別府湾における基礎生産の北太平(2)
洋スケールの気候変動に対する応答も明らかとな

ってきた。堆積物中の植物プランクトンの一種で

ある珪藻化石を調べたところ、年間珪藻殻堆積量

の数十年スケール変動が認められ、これが外洋起

源栄養塩供給の指標となる九州細島潮位や北太平

洋スケールの数十年スケールの気候変動の指標で

ある と同調して変Pacific Decadal Oscillation (PDO)
動していることが明らかとなった。この事は、外

洋起源栄養塩供給が果たす役割が大きいと言われ

る豊後水道や瀬戸内海への栄養塩環境や基礎生産

が、北太平洋スケールの気候変動に大きく影響を

受けている事を示唆している。瀬戸内海のような

半閉鎖的な環境において長期的な基礎生産動態や

その長期予測を考えるとき、 のような北太平PDO
洋スケールの気候変動が及ぼす影響を考慮する必

要があることが示唆された。

魚類資源の長期動態も海底コアのウロコの分(3)
析から明らかとなってきた。日本沿岸域の魚類資

源の長期動態は、日本だけでなく世界の水産資源

動態を支配する機構の解明や長期予測に役立つ。
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我々の研究グループは、 世紀太平洋の東西にお20
いて同位相あるいは逆位相で同調すると言われて

いた、カタクチイワシ・マイワシの過去 年間1500
の長期動態を北太平洋西部において初めて明らか

にした。ウロコの年間堆積枚数から、日本のカタ

クチイワシ・マイワシが、 年スケールあるいは100
年を超えるスケールで大きく資源が変動して1000

きた実態が明らかとなった。さらに、太平洋東部

のウロコの年間堆積枚数記録と比較すると、日本

沿岸のカタクチイワシ・マイワシは、 年スケー100
ルで同位相で同調して変動する時期、逆位相で変

動する時期が認められ、太平洋の東西で魚類資源

が連動する大洋スケールの魚類資源変動の存在を

明らかにした。この事は、その背後に北太平洋ス

ケールの気候変動が関連している事を強く示唆し

ている。しかし、その実態はほとんどわかってい

。 、 、ない 本研究の結果は 長期的な魚類資源変動に

これまで明らかでなかった 年スケール変動と東100
西の連動性が存在することから、その長期予測に

は、その周期性や東西資源の連動性を考慮する必

要がある事を強く示唆している。今後、その資源

変動を支配する海洋条件や、駆動する太平洋スケ

ールの気候変動の実態を明らかにしていく事が、

その長期予測にとって極めて重要である。本研究

は、水産資源のゆくえを占う重要な研究成果とし

JST webて、各新聞（読売・日経・共同）や の教育

サイト等で掲載された。

、 、以上のように 瀬戸内海プロジェクトにおいて

幾つかの環境や生態系の長期的な変動の実態が明

らかとなってきた。本事業では、こうした水温環

境や基礎生産動態、漁業生産の長期予測を、流動

・生態系モデルを駆使して正確な予測につなげた

いと考えている。

（環境動態解析分野 加 三千宣）

●▲◆●▲◆●▲◆●▲◆●▲◆●▲◆●▲◆●

「 」プロジェクトSTOP JELLY
推進会議 参加報告

年 月 － 日にキャンパス・イノベーショ2008 1 22 23
ンセンター東京で プロジェクト推進STOP JELLY
会議が開催されました。このプロジェクトは、農

林水産技術会議が行っているプロジェクト研究 環「

境変動に伴う海洋生物大発生の予測・制御技術の

開発」の１部門であり、クラゲ類の大発生予測と

制御技術の開発を目標においた研究です。

STudies On Prediction and control of JELLYfish「

」のタイトルに、クラゲ類の臨海産業等outbreaks
への被害軽減への願いも込めて 「 」、 STOP JELLY
と名付けられました。本プロジェクトは環境変動

に伴う海洋生態系の変化過程を明らかにし、研究

が終了する頃には、水産資源の持続的な確保と安

定的な水産業経営手法を提言することを目指して

います。 でも、武岡教授を中心とするグルCMES
ープがこのプロジェクトに参画しています。

会議では、各研究機関における今年度の成果報

告、および来年度の研究計画の報告がなされまし

た。ミズクラゲの発生機構の解明、発生予測・制

御技術の開発、大型クラゲの発生予測・制御技術

の検討という３つの課題が設けられており、それ

ぞれ活発な議論がなされました。最も重点的に議

論されたのはミズクラゲに関するものでした。ミ

、 、ズクラゲは特に 沿岸域･内湾域で大発生しており

本プロジェクトでは本邦の代表的な内湾である瀬

戸内海（宇和海を含む 、伊勢・三河湾、東京湾、）

中海を対象海域として研究が行われています。そ

の中でも「ポリプ」と呼ばれる底棲生活期の研究

が、クラゲ発生予測・制御技術に有効であるとい

う意見が出ていました。ポリプについては、水温

や貧酸素の影響が分かってきたのに対し、現場に

おけるポリプの情報が全くないという課題が挙げ

られました。議論の末、来年度の研究計画にポリ

プの現場観察を取り入れることになりそうです。

また、場所による特異性があるのではという問題

点も挙げられました。各海域において出現期や傘

、 、径 越冬可能水温など異なった観測結果が示され

クラゲ研究の難しさがここに表れているように思

います。今回の会議は、このプロジェクトがまだ

初年度にもかかわらず着実な成果を挙げつつある

ことを示すとともに、多くの新たな課題も明らか

にした、大変有意義なものでした。

（環境動態解析分野 大山 淳一・藤井 直紀）



- 7 -

●▲◆●▲◆●▲◆●▲◆●▲◆●▲◆●▲◆●

CMES Participation
in the 16 Annual PICES Conferenceth

During late October and early November Dr.
Todd Miller and Mr. Hideki Hamaoka of CMES
attended the sixteenth annual meeting of the North
Pacific Marine Science Organization (PICES), entitled
The changing North Pacific: Previous patterns, future

. This year theprojections, and ecosystem impacts
conference was held in Victoria British Columbia
(Canada) and it was well-attended by people from
North America, Russia, Japan, Korea, China and other
countries around the Pacific. Although the title of the
conference suggested a particular emphasis on temporal
trends and climate in the North Pacific, there was a
diverse range of presentations dealing in biology and
chemical and physical oceanography. Both Hamaoka
and Miller presented posters at the conference showing
results from their research in the Seto Inland Sea on
sandbank ecosystems and determining terrestrial versus
oceanic inputs to production.

（環境影響評価予測分野 ）Todd W.Miller

●▲◆●▲◆●▲◆●▲◆●▲◆●▲◆●▲◆●

Participation in the AOGS 2007

I attended the Asia Oceania Geosciences Society
4th Annual Meeting (AOGS 2007) that was held at
Queen Sirikit National Convention Centre, Bangkok
from 30th July to 4th August, 2007. There were about
1,500 participants. In the session of “Informatics
relating to Earth and space sciences - to obtain tangible
outcomes during the eGY” to which I contributed,
there were many presentations about new data
processing systems and possibilities of large data
analyses using information technologies.

I presented a paper entitled “Development of the
Large-Scale Statistical Analysis System of Satellites
Observations Data with Grid Datafarm Architecture”.
In my presentation, I introduced present conditions of
the Solar-Terrestrial Physics (STP) field and discussed
new data analysis environments that guarantee
high-performance data-intensive processing for plenty

of data files with non-negligible file I/O. I also showed
parallel-distributed processing techniques for satellites
observation data and computer simulation data with
grid datafarm architecture (Gfarm) which we
constructed in the present study.

In the conference, I successfully collected
scientific and technical information on data processing,
data publishing and data analyses in the natural
sciences. In particular, a presentation by Dr. Peter Fox
(National Centre for Atmospheric Research, USA) was
very interesting to me. He gave a talk on
methodologies to construct a Semantic Web for the
STP field. He also showed an ontology (accurate
specification of a conceptualization) of the STP field.
Another interesting and insightful presentation was
given by colleagues from National Institute of
Advanced Industrial Science and Technology (AIST),
Japan. They constructed a grid environment called
Global Earth Observation Grid (GEO Grid) that
performs large archive and advanced processing of
satellites observation data using grid technology. The
GEO Grid aims at a synthesis of Geographic
Information System and many other types of datasets. I
have a plan to integrate their GEO Grid concept into
our Earth Environment Data System in the Ehime
University Global COE Programme.

（大学院理工学研究科 山本 和憲）

Exchanging a talk on GEO Grid with an AIST colleague

●▲◆●▲◆●▲◆●▲◆●▲◆●▲◆●▲◆●

国内・国外調査活動の一覧表

の研究者（教員、研究員、学生）は、国CMES
内外で調査や研究報告を行っています。過去半年
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。 、の出張回数を表にまとめてみました 単純計算で

一日に二人以上は学外で研究活動をしていること

になります。グローバル の始動で、 のCOE CMES
研究はさらに活性化することでしょう。

（単位：人）

調査 その他 合計

4 4 8アメリカ

5 0 5インド

4 0 4インドネシア

0 1 1カナダ

0 2 2オーストラリア

0 3 3タイ

2 0 2フィリピン

0 2 2フランス

8 2 10ベトナム

0 1 1ポルトガル

0 4 4韓国

2 11 13中国

25 30 55国外 計

235 105 340国内 計

260 135 395総合計

受 賞 報 告

生態環境計測分野 田辺信介教授による受賞一

覧は、愛媛大学グローバル ニュースをご参照COE
ください。

●▲◆●▲◆●▲◆●▲◆●▲◆●▲◆●▲◆●

年日本ベントス学会奨励賞 受賞報告2007

日本ベントス学会は、水底に住む生物を研究対

象とする日本生態学会員の方々を中心にして、発

足された学会だと伺っています。設立背景から、

学会員には純粋な生物学あるいは生態学を志向す

る人々が多数、名を連ねています。私の場合、沿

岸海洋が興味の主体である一方、底生生物を研究

上の手段として用いてきました。従って、いささ

か亜流な立場を自覚しながら、ベントス学会を主

要な活動場の一つとしてきました。

私が研究対象として扱ってきた生物は、底生性

の微細藻類です。海広しといえども、海底に光が

到達する沿岸海洋底においてのみ、この底生微細

。「 、藻類が繁茂する世界が形成されています ならば

沿岸海洋の機能と構造を理解するにあたり、この

底生微細藻類に焦点を充てる必要があるのではな

いか 、このように感じたのが一連の研究に着手し」

たきっかけでした。

私は現場調査を通じて、水中栄養塩濃度の低下

、 、は 植物プランクトン生物量を低下させると共に

それに付随して海底到達光の増加を促すため、底

生微細藻類生物量を増やす傾向があることを指摘

しました（現在はこの事象を発展的に解釈し、２

種の微細藻類の消長は、光と栄養塩を介した見返

り（trade-off）関係にあると考えています 。ま）

た、２種の微細藻類の消長が生態系へおよぼす波

及効果として、浅海域に生息する植食性底生動物

の主要食物源は、微細藻類の量比に応じて変わる

事例を見出し、報告しました。

このような研究報告は、沿岸海洋学上の多少の

知見にはなっても、ベントス学会員の興味の対象

となる内容なのだろうか？私はベントス学会で研

究発表を行うたびに、このような不安を感じてい

ました。しかし諸先生方のお力添えもあり、思い

もよらずこの度、学会主催の若手奨励表彰を頂き

ました。記念講演後 「純粋な生物学・生態学を志、

向する人々」から、多数のコメントや質疑を頂け

たことが何よりの励みとなりました。

一連の研究は、私が学位取得に当たって取り組

んだ内容に関連したものです。研究の実行に際し

ては、門谷茂先生、堤裕昭先生を始め、その他こ

こには記しきれない実に多くの方々のご協力を得

ました。文末にあたってこれらの方々に、深く感

謝の意を表します。

（環境動態解析分野 山口 一岩）

編集後記

前号で予告したとおり、 主導の研究活動CMES
でグローバル に関連の強い内容はグローバルCOE

ニュースレターに掲載されます。今後は、COE
ニュースと ニュースレターを通じ、我CMES COE

。 。々の研究活動を紹介いたします ご期待ください

（半藤 逸樹）



- 9 -

《 グローバルＣＯＥニュース 》

愛媛大学のグローバルCOEプログラム

「化学物質の環境科学教育研究拠点」

愛媛大学は 「 世紀 プログラム」に引き、 21 COE
続き、平成 年度よりスタートした「グローバル19

プログラム」にも採択され 「化学物質の環境COE 、

科学教育研究拠点」に関わる領域において、国際

的に卓越した競争力のある拠点づくりを目指して

。 、教育研究活動を開始した 事業推進の中軸機関は

CMES: Center for沿岸環境科学研究センター（

）が担い、 名の事業Marine Environmental Studies 20
推進担当者の代表として の教授・田辺信介CMES
が拠点リーダーを務める。

本拠点の構想は、 が長年にわたる活動CMES
や 世紀 プログラムで整備、育成してきた21 COE
貴重な教育研究基盤、｢若手研究者育成プログ

ラム｣ ｢生物環境試料バンク ｣ ｢ア、 （ ） 、es-BANK
ジア環境研究者ネットワーク｣、｢海外学術交流

研究機関ネットワーク｣を一層充実させて活用

し、化学汚染に関わる環境科学の恒久的な教育

研究拠点をアジアの研究者と連携・協力して形

成することにある。また学際化・国際化教育が

高度な研究を生みその成果が優れた人材の育成

に回帰して発展的に連鎖するシステム、いわ

ば人材育成と知のポジティブ・スパイラルを形

成すること、そして「環境化学」の既存の枠を

越え「化学物質の環境科学」として高度化・学

際化した学問体系を構築することも本拠点の基

本構想である。

本拠点における人材育成は、｢学際性豊かで

国際的に活躍できる若手研究者の養成｣を目標

とする。すなわち｢環境理念を語り実質化でき

る人材｣、｢地域社会や国際社会に貢献できる人

材｣、｢組織のリーダーになれる人材｣を｢学際

化｣、｢国際化｣をキーワードに育成することに

より、優秀な若手が国内外から集い熟達した専

門家として巣立つ先導的な教育拠点を形成す

。 。る 具体的には以下のプログラムを計画している

異分野に挑戦する知的好奇心の涵養をめざ(1)
した「学際的研究者育成プログラム」

世界をめざす意識を高揚する「国際的研究(2)
者育成プログラム」

専門家として必須の基礎的技量を習得する(3)
「独創的研究者育成プログラム」

リーダーとしての素養を醸成する「先導的(4)
研究者育成プログラム」

将来先端的な研究機関で活躍できる高度な(5)
外国人専門家の育成をめざした「留学生教育の高

度化プログラム」

大学院博士課程
連合農学研究科

理工学研究科

（ｱｼﾞｱ環境学特別ｺｰｽ）

若手研究者
育成

プログラム

海外学術交
流研究機関
ネットワーク

アジア
環境研究者
ネットワーク

生物環境
試料バンク
（es-BANK）

人材育成基盤

拠点形成の全体概要

研究基盤

人材育成・研究活動計画
グローバルCOEで実施する
新機軸の人材育成と研究活
動計画および21世紀COEで
整備・育成した教育研究基
盤を融合

グローバルCOEの新機軸＋２１世紀COEの構築基盤

化学物質の環境科学教育研究拠点

環境化学の学際化

アジアを先導する世界トップレベルの
教育研究拠点形成

「環境化学」の既存の枠を
越え「化学物質の環境科
学」として高度化・学際化
した学問体系を構築

人材育成と知の

ポジティブ・スパイラルを構築

目 標

構 想

高度な研究成果

優れた人材の育成

優れた教育プログラム
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一方、研究面の目標は、 がこれまで世CMES
界をリードしてきた化学汚染に関する諸研究

、 、をさらに高度な学問体系として発展 深化させ

環境化学物質に関わるサイエンスの世界的拠点

を確立することである。本拠点の目標達成のた

め、地球汚染の大きな発生源となっているアジ

ア地域を教育研究の中心的フィールドとし、

、各種ネットワーク、客員教員・研究es-BANK
員組織等の のユニークな基盤を活用しなCMES
がら各種の研究者育成プログラムと世界をリー

ドする独創的な研究を推進する。具体的な研究

テーマとしては、化学物質による環境・生態系

汚染の

実態解明、過去の復元、将来予測(1)
動態解析とモデリング(2)
生体毒性解明とリスク評価(3)

の３つのサブテーマを遂行する。すなわち、汚染

の時空間分布、循環と生物濃縮過程、分子レベル

の生物影響とメカニズムを包摂する環境化学の主

要課題に挑戦する。

愛媛大学は、学長のリーダーシップの下 「地域、

にあって輝く大学」の実現に向け 「地域・環境・、

生命」を主題とする教育研究を強化し、先見性や

独創性のある研究グループを組織的に支援するこ

とにより、世界レベルの教育研究拠点を目指して

いる。グローバル プログラムは、愛媛大学のCOE
中・長期構想を進化・発展させる重要な事業とし

て位置付けられている。今後５年間、事業推進担

当者は各界の期待に応えられるよう人材育成と先

端研究に邁進する所存である。本事業への御支援

と御協力を御願いしたい。

（拠点リーダー 田辺 信介）

小柴昌俊先生をお迎えして

グローバル 発足記念フォーラムを開催COE

平成 年 月 日、本グローバル プログラム19 11 7 COE
「化学物質の環境科学教育研究拠点」発足記念フ

。ォーラムが本学グリーンホールで開催されました

このフォーラムの第１部では、 年にノーベル2002
物理学賞を受賞された東京大学特別栄誉教授・財

、団法人平成基礎科学財団理事長の小柴昌俊先生に

「ニュートリノ、ニュートリノ、そしてニュート

リノ」と題してご講演をいただきました。このご

講演は、 傘下にある若手研究者の世界レベGCOE
ルを目指す意識の高揚を図るとともに、全学の学

生諸君の自然科学への興味、関心を一層高めるこ

とを目指して企画されたものです。岐阜県旧神岡

「 」 、町の地下観測所 カミオカンデ を舞台に行われ

小柴先生のノーベル賞受賞のもととなった素粒子

ニュートリノの研究についての、時間をオーバー

するほどご熱心な説明は、 名を越す聴衆に大き400
な感銘を与えました。

、 、第２部では まず小松正幸学長より挨拶があり

採択の喜びとともに、拠点形成への重責遂GCOE
行を全学的に支えていきたいとの意気込みが述べ

。 、 、られました ついで 企画担当の能勢理事からは

全体についての概要や 世紀 との違いGCOE 21 COE
などが紹介され、 採択が本学にとって極めGCOE
て大きな意義を持つことが説明されました。拠点

リーダーの田辺信介教授は、本拠点の目的・若手

研究者育成計画・研究計画等の概要を説明すると

ともに、事業推進へ向けての決意を熱く語りまし

た。

本フォーラムの模様は、地元のＴＶニュースや

新聞のニュースでも紹介され、愛媛大学 のGCOE
発足を地域に向けて大きく発信することとなりま

した。

田 辺 信 介 教 授 が

を受賞Excellence in Review Award

沿岸環境科学研究センターの田辺信介教授が

誌 （ ）Environmental Science & Technology ES & T
の （優秀審査員賞）Excellence in Review Award

を受賞し、 年 月 日に出版された同誌上で表2007 11 1
。 、彰された は米国化学会の国際学術誌でES & T

環境科学分野では世界トップランクの学術誌とし
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て広く知られている。本学術誌は、 名を越え4000
る審査員のデータベースを有しているが、その中

で多くの論文の審査に関わり、学識豊かでタイム

リーなレビューに努めた 名の優秀審査員を選考24
した。アジア・オセアニア地域の受賞者は 名のみ3
で、日本からは田辺教授が唯一選ばれた。

田辺信介教授が

環境教育国際賞を受賞SETAC/Menzie-Cura

沿岸環境科学研究センターの田辺信介教授が

SETAC The Society of Environmental Toxicology（

北 米環境毒性学化学会） のand Chemistry:
（ 環境Menzie-Cura Environmental Education Award

教育国際賞）を受賞し、 年 月 日に米国2007 11 11
州 で開催された同学会で表彰Wisconsin Milwaukee

された。

田辺教授は、 年以来、愛媛大学大学院農学1988
研究科、連合農学研究科、理工学研究科で、 名27
のポスドク研究員、 名の博士課程学生、 名の52 113
修士課程学生の主指導教員および副指導教員を務

め、博士および修士の学位取得に大きな貢献を果

たした。この中には外国人も含まれており、これ

までに 名の外国人ポスドク研究員が田辺教授の指8
21 11導を受けるとともに、 名の博士課程留学生、

名の修士課程留学生が学位を取得した。また、こ

18れらの日本人および外国人研究員・学生のうち、

名が大学教員のポストを、 名が国公立研究機関17
の研究員の職を得ており 州立大学 米、 （New York
国）の教授など現在世界の第一線で活躍している

優秀な専門家を多数輩出した。

今回の受賞は、環境毒性学化学分野で多くの人

材を育成したこと、とくに途上国留学生・研究者

の教育実績が高く評価されたものである。

SETAC/Menzie-Cura 1991環境教育賞は、同学会が

年以来毎年 名に授与している国際賞で、アジアか1
らの受賞者は今回の田辺教授が初めてである。

田辺教授は、研究業績が高く評価され 年に2005
同学会の 国際賞を受賞しSETAC Founders Award
ており、今回の教育賞受賞は、教育と研究に関わ

る国際賞二冠を達成したことになる。なお、同学

SETAC 3会で二冠を達成した研究者は、 設立以来

名のみである。

は、 年に北米で設立された環境毒性SETAC 1980
学および環境化学に関する国際学会で、現在 ヶ92
国、5000人超の会員により構成されている。

第１回グローバル ワークショップCOE
「生物環境試料バンク を活用した（ ）es-BANK

」環境科学・生態学の新展開-海棲哺乳類を中心に-

2007 10 13 14 COE年 月 日 土 日 日 にグローバル（ ）、 （ ）

「 （ ）ワークショップ 生物環境試料バンク es-BANK
を活用した環境科学・生態学の新展開－海棲哺乳

類を中心に－」を開催しました。このワークショ
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ップは、沿岸環境科学研究センターが中核となる

「グローバル プログラム」の活動を広く専門COE
家や学生に理解していただき、また同センターが

保有・管理する生物環境試料バンク（ ）es-BANK
の試料を利用した研究の新展開を図ることを目的

に実施しました。

月 日には、総合研究棟 において を10 13 1 -BANKes
通じて共同研究を実施している専門家の方々から

最新の研究成果や今後の研究展開について発表が

ありました。学外から講師として、国立科学博物

館動物研究部の山田格室長、田島木綿子研究員、

九州大学の小池裕子教授、帝京科学大学の天野雅

男准教授が招かれ、海棲哺乳類の長期試料保存・

データベース構築の意義、病理学的調査の概要、

保全遺伝子学による新たな研究展開、年齢査定手

法などについて講演が行われました。また、愛媛

大学 の高菅卓三客員教授（株式会社島津テCMES
クノリサーチ）が「スナメリに残留している微量

」 、有機ハロゲン化合物の探索 と題した講演を行い

に保管されていたスナメリの脂皮試料にes-BANK
既知の汚染物質以外にも多様な有機ハロゲン化合

物が残留していることを報告しました。さらに愛

媛大学 の高橋真准教授が「残留性有機汚染CMES
物質とその候補物質による汚染過去復元と将来予

測」と題した講演を行い、 の保存試料をes-BANK
使った調査によって臭素系難燃剤による近年の汚

染レベル上昇が明らかとなった例など、最新の研

究成果を紹介しました。講演には、同センターや

本学理学部、農学部の学生や院生等をはじめ、企

業関係者など約 人が参加し、講師の話に熱心に60
耳を傾けていました。また、講演後の討論でも活

発な議論が交わされ、参加者の関心の高さがうか

がわれました。

ハセイルカの解剖

日には、 棟の前で、ハセイルカとス14 -BANKes
ナメリの解剖を行いました。朝 時からの解剖でし9
たが、 の関係者や学生たちを中心に約 名CMES 50
が参加し、専門家による解剖や測定を補助・観察

しながら、真剣に学び取ろうとしていました。ま

た、解剖した個体からは寄生虫なども見つかり、

鯨類の死因推定や化学物質曝露との関連などにつ

いて今後の研究展開につながるきっかけが見つか

りました。

（生態環境計測分野 高橋 真）

「グローバル 特別セミナー」COE
および「愛媛大学地球環境フォーラム」

講 演 会 を 開 催

平成 年 月 日（水 、愛媛大学グリーンホー19 10 24 ）

ルにおいて、第１回「グローバル 特別セミナCOE
ー 、第６回「愛媛大学地球環境フォーラム」講演」

会 「化学物質の環境問題・新潮流を求めて－科学、

ジャーナリストからの提言－」を開催しました。

愛媛大学では 「地域・環境・生命」をキーワー、

ドとした教育研究を重点的に推進しており、地域

の人々と一緒に地球環境問題について考えること

を目指して、平成 年度より地球環境フォーラム17
を開催しています。一方、愛媛大学では、沿岸環

境科学研究センターが中核となる「化学物質の環

境科学教育研究拠点」がグローバル プログラCOE
ムに採択され、活動を開始しました。このため、

今回の地球環境フォーラムは、グローバル プCOE
ログラムと関連が深い化学物質の環境問題をテー

マとして、グローバル 特別セミナーを兼ねてCOE
開催しました。

NHK講演会では、小松正幸学長の挨拶に続き、

科学環境番組部専任ディレクター・村松秀（むら

） 、 、まつ しゅう さんが 担当した番組映像を交え

化学物質の環境問題について独自の視点や科学者

への提言を語りました。村松さんは環境ホルモン

問題に当初から深く関わり、科学ジャーナリスト

の立場で多くの番組を制作するとともに各界に鋭

NHKい社会的提言をされてきました。これまで「

スペシャル 「クローズアップ現代 「サイエンス」 」

アイ 「ためしてガッテン」等を担当し、放送文化」

基金賞ドキュメンタリー部門大賞、地球環境映像

祭大賞等、多数受賞されています。また 「生殖に、
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NHK何が起きているか ～ 環境ホルモン汚染 （」

出版 「環境から身体を見つめる （アイオーエム）、 」

出版 「論文捏造 （中公新書クラレ）等の著書も）、 」

あります。これらの経験を踏まえた村松さんの講

演は約 時間 分に及び、本学学部生や院生をはじ1 40
め教員、一般参加者等約 人が熱心に聴講しまし140
た。村松さんが考える学際性や科学ジャーナリス

トの立場、さらに環境問題への政界や経済界の対

応等に対して活発な質疑応答があり、参加者の関

心の高さがうかがえました。

講演に参加した学生や院生は 「１つの問題につ、

いて様々なアプローチがあることがわかった。視

点が広がったセミナーだった 「化学物質の環境問」

題について、研究者の視点からの講演は多く聞い

、 。てきたが 社会学から捉えた講演は新鮮であった

『自分のテーマに固執していては全体が見えず、

研究の意味が分からなくなる』という村松さんの

提言が強く印象に残った」と、セミナーの感想を

述べていました。

独自の視点を語る村松さん

熱心に耳を傾ける参加者

参 加 報 告DIOXIN2007

年 月 日～ 日に開催された標記シンポジウ2007 9 2 7
ムに生態環境計測分野から 名が参加し、筆者はこ9
れまでの研究成果を口頭発表した。筆者にとって

初めての国際学会参加となった本会に関して手短

に報告したいと思う。

本国際シンポジウムは毎年１回開催される環境

化学分野の一大イベントで、 年度は東京で開2007
催された。日本での開催ということ、そして自分

の研究成果が一まとまりついていたことから本シ

ンポジウムへの参加を希望した。筆者の発表テー

マは「バイカルアザラシにおけるダイオキシン類

の蓄積特性と経年変動の解析」で対象生物として

水棲哺乳類を扱っている 本シンポジウムにも 水。 「

棲哺乳類」のセッションがあり、その座長に田辺

教授があたられていたことから学会参加の条件と

して口頭発表を命じられた。初めての国際学会で

英語での口頭発表という次第になり、学会開催の

１ヶ月も前から不安と緊張の日々を送ることにな

りこの状態が緩むことはなかった。発表当日、こ

れまでに感じたことのない極度の緊張と異常なま

、での不安を抱えたまま壇上に立つことになったが

そんな不安とは裏腹に発表自体は大した失敗もな

く最後までしゃべり切ることができた。ところが

この不安の元は質疑応答の時間にあらわれた。あ

る欧米人の質問に対して耳も頭もついていくこと

ができず、絶句してしまった。このような場面で

絶句することはやってはならないことだが、焦れ

ば焦るほど頭の中が真っ白になっていき用意して

いた言葉すら出てこなくなってしまった。結局、

田辺教授が温情からか制限時間前に筆者のセッシ

ョンを打ち切ってくれたが、筆者は恥ずかしさか

らまともに顔を上げることもできなかった。どん

なにものぐさな人間でもあまりに大きな失態を犯

すと胸のうちにこたえるものはあるのだろう。こ

れから約半年後のダイオキシン学会。 年度は2008
イギリスで開催ということである。今度は二度と

失態を演じないよう開催日まで英語の訓練を進め

ていこうと誓った。

（生態環境計測分野 今枝 大輔）
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SETAC North America
参 加報告27th Annual Meeting

年 月 日～ 日、晩秋を向かえたアメリ2007 11 11 15
カ北部・ウィスコンシン州のミルウォーキーで環

The Society of Environmental境毒性化学学会（

）が開催されまToxicology and Chemistry; SETAC
した。本学会は、主に環境化学、環境毒性学を専

門分野とする研究者が集う国際学会で、世界規模

でも大規模な学会の１つです。沿岸環境科学研究

CMES Namセンター（ ）からは、田辺信介教授、

、村田仁子、阿草哲郎の４名が参加し、Dong-Ha
計４題のポスター発表を行いました。なお本学会

の発表演題要旨等については、学会ホームページ

（ ）http://milwaukee.setac.org/general/downloadable.asp
から閲覧可能ですので興味のある方はご参照くだ

さい（ 年 月 日現在 。また、本学会におい2008 1 18 ）

Menzie-Cura Environmentalて 田 辺 信 介 教 授 の

（環境教育国際賞）の表彰式があEducation Award
（ ）。りました 詳細は同 ニュース１号を参照G-COE

さて、僕個人的に本学会への参加は３回目とな

りますが、年々学会の規模は拡大し、分野も多様

。 、化していることを感じました とくに本学会では

近年その使用量と毒性から注目されているナノマ

。テリアルについての発表が多くなされていました

僕自身は今回ベトナムのヒ素汚染について発表し

ましたが、同分野の方々から助言や共同研究の打

診等をいただくことができました。 の村田さんM1
が、初の海外での発表ながら外国人相手に物怖じ

せずに受け答えしていたのも印象的でした。

一方、興味深い研究（野生生物の細胞を用いた

投与実験等）はいくつかありましたが、我々の研

究グループがとくに注目している野生生物の微量

元素に関する演題は少なく、内容はモニタリング

程度に留まり 肝心な なぜ高蓄積するのか そ、 「 」、「

のメカニズムはどのようなものなのか」について

究明した発表は皆無でした。有意義な情報を入手

することはできませんでしたが、逆に言うとその

ような調査・研究を誰も進めていないということ

です。我々のセンターには数多くの貴重な試料、

最先端の分析機器、そして国内外の研究者とのグ

ローバルネットワークがあります。これらを駆使

し、将来的に世界へ向けての発信源になるような

研究を展開していかなければと改めて実感しまし

た。

（生態毒性解析分野 研究員 阿草 哲郎）

「化学物質の環境リスクに関する

国際シンポジウム」 参加報告

年 月 ～ 日、埼玉県さいたま市（大宮ソ2007 12 9 10
ニックシティ）にて「化学物質の環境リスクに関

する国際シンポジウム」が開催された。筆者はこ

のシンポジウムに招待され、講演をおこなった。

本国際シンポジウムは、内分泌かく乱作用に関

する取組など、環境保全分野における諸課題につ

いて、国内外の正確な情報を市民、産業、行政等

のすべての方々が共有し、相互に意思疎通を図る

ことを目的として、 年から環境省が毎年実施1998
してきたものである。

今回は節目の第 回目を迎えたということで、10
この 年間の歩みを総括することに重点がおかれ10
たシンポジウムとなった。初日は海外における化

学物質の内分泌かく乱作用に関する取組を紹介す

るための基調講演が４題あり、それぞれ ・WHO
・米国・ の取組が報告された 続いて 化OECD EU 。 「

」学物質の内分泌かく乱作用に関する研究について

と題したパネルディスカッションがおこなわれ、

科学界・産業界・市民・行政からの参加者がそれ

ぞれの立場から意見を述べた。

また、 日目には化学物質の内分泌かく乱作用に2
関する基礎的な研究や小児環境保健に関する疫学

調査をテーマとしたセッションを開催し、国内外

の発表者が講演した。各セッションのタイトルは

以下の通りである。

1セッション

化学物質の内分泌かく乱作用に関する基礎的研究

：野生生物と環境・水界生態系への影響

2セッション

化学物質の内分泌かく乱作用に関する基礎的研究

： 試験系における試験研究の現況In Vivo In Vitro/
3セッション

小児環境保健に関する疫学調査について

筆者はセッション において 「 シ1 AHR-CYP1A、

グナル伝達系の種多様性：野生生物を対象とした

ダイオキシン類のリスク評価を目指して」という

演題で講演した。本講演では鳥類および水棲哺乳

（ ）類のアリールハイドロカーボンレセプター AHR
を対象に、ダイオキシン類による －シトクロAHR
ム （ ） シグナル伝達系の種特異的反応P450 CYP 1A
を アッセイ系で解析した結果を報告した。in vitro
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また、これら生物種の野生個体群におけるダイオ

キシン類蓄積濃度と 発現量の関係についてCYP1A
も調査し、 アッセイ系の有効性について検in vitro
証した結果も示した。

環境省の説明では、今後日本で内分泌かく乱化

学物質問題は、野生生物の観察、環境実態調査、

基盤的研究、試験法開発など総合的な化学物質対

策のなかで推進されるとのことである。

（生態毒性解析分野 岩田 久人）

若 手 の 会 活 動 報 告

我々のグローバル では、博士課程学生およCOE
、びポスドク研究員が主体となって若手会を組織し

お互いの研究分野への理解や親睦を深めるために

セミナーや勉強会、シンポジウム、懇親会等を定

期的に企画しています。基本方針としては、それ

ぞれのメンバーの通常業務に支障がないように、

毎月第４金曜日の夕方５時から１～２時間程度の

定例会を開催しています。今年度は年度半ばでグ

ローバル の採択が決定したために、立ち上げCOE
時はメンバーが少なく、若手会の維持はおろか、

研究を推進する上でも戦力不足感が否めませんで

した。そこで今年度後期は、主に本 プログラCOE
ムに興味関心を持ち、次年度以降ポスドク研究員

等として参加してくれる可能性を秘めた若手研究

者を他大学や外部研究機関から招き、ご自身の研

究や本研究拠点での計画について語っていただき

ました。外部の若手研究者からじっくり話を聞く

機会はなかなか頻繁に得られませんし、お招きし

た方々はそれぞれの分野で非常に活発でチャレン

、ジングな研究に携わっていらっしゃる方ばかりで

我々としても非常に良い刺激になりました。

また、今回は 運営にあたり、若手の意見もCOE
汲み上げていただけるということなので、個々人

の研究だけでなく、プロジェクト運営にも積極的

に若手研究者の立場から意見していきたいと考え

ています。ただし、今のところ事業推進委員会等

のオファーはなく、今後の教員サイドからの積極

。 、的な働きかけを期待しているところです さらに

近年はポスドク研究員だけでなく助教についても

任期制が導入され、ポスドクと同様に精神的・経

済的に不安定な状態での研究・教育活動を強いら

れており、意識や方向性の統一が容易だと考えら

れるため、任期付の助教を中心とした若手教員も

巻き込んで若手会を活性化していきたいと考えて

います。もちろん、外部研究機関からの参加もお

待ちしています。

（生態環境計測分野 磯部 友彦）

CO Eグ ロ ー バ ル

国際シンポジウムの開催案内

International Symposium on Biological Responses
to Chemical Pollutants : Toward Establishing

an Asian Network of Environmental Toxicology

平成 年 月 ・ 日の 日間にわたり愛媛大学グ20 3 6 7 2
ローバル プログラム第１回国際シンポジウムCOE
を開催いたします。今回のシンポジウムは、

International Symposium on Biological Responses to
Chemical Pollutants: Toward Establishing an Asian

と 題し 「化学Network of Environmental Toxicology 、

汚染に対する生体応答」を主なテーマとして掲げ

ています。国内外より 名の研究者を招待し、基16
調講演および招待講演を予定しています。

愛媛大学沿岸環境科学研究センターでは、環境

化学、特に環境モニタリングの分野で、アジア諸
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国の研究者と連携を図り、様々な研究活動を行っ

てきました。本シンポジウムでは、このような環

境化学分野でのアジア圏における研究者ネットワ

ークをさらに拡充させるとともに、新たに環境毒

性学の分野における研究者ネットワークの基盤を

確立することを目的としており 「化学物質の環境、

科学教育研究拠点」として国際化する環境問題に

対応する態勢を強化する機会にしたいと考えてい

ます。

本シンポジウムは２つのセッションから構成さ

Effects of Pollutants andれ、セッション１では

（汚染物質の影響およMechanisms of Toxic Action
び毒性影響のメカニズム）に関して、最新の知見

を紹介していただくとともに、アジア諸国での環

境毒性学研究の現状や将来の展望について情報を

提供していただきます。また、セッション２は

“Omics” Technologies in Environmental Toxicology
（環境毒性学におけるオミックス技術）と題し、

近年、環境毒性学の分野においても応用されてい

るゲノミクス・プロテオミクス・メタボロミクス

等の手法を用いた研究成果について紹介していた

だきます。

シンポジウムへの参加にあたり事前登録は必要

ありません。直接会場へお越しください。詳細は

http://www.infonet.cite.ehime-u.ac.jp/ホームページ（

） からご覧頂けます。gcoe2007/symposium.html
また、シンポジウムに関するお問い合わせは

＜ ＞までお願いgcoe_sympo velvet.cs.ehime-u.ac.jp
いたします。

グローバル ホームページ開設COE

本拠点では、かねてより準備を進めていました

ホームページを以下の に開設いたしました。URL
本拠点におけるプロジェクトの詳細、イベント案

内、教育・研究活動の業績等を、ご覧いただけま

す。また、本ニュースレター（ 版 、パンフレPDF ）

ットも閲覧・ダウンロードできます。今後ともホ

ームページの改善やコンテンツの充実に努めて参

りますので、奮ってご活用いただけますと幸いで

。 。す 皆様のご意見・ご感想をお待ちしております

運用開始日 年 月 日: 2008 2 29
URL : http://www.ehime-u.ac.jp/ gcoe2007~

@

編集後記

本号より愛媛大学グローバル 「化学物質のCOE
環境科学教育研究拠点」プログラムのニュースレ

ターを発行することになりました。ニュースレタ

ーは年二回の発行を予定しています。このニュー

スでは本拠点の最新のトピックに関する情報につ

いて、皆様方にお知らせします。

（岩田 久人）

CMES No. 17ニュース
COE No. 1グローバル ニュース

年 月 日発行2008 2 14

愛媛大学
沿岸環境科学研究センター

790 -8577 2 5〒 愛媛県松山市文京町 -
089 - 927 - 8164電話：
089 - 927 - 8167ファックス：
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